
会長表彰
2019 年(令和元年)6月 13日(木) 会場：大手町サンケイプラザ

松 本 謙 一 (建設部門)

1．略歴
昭和 44年 3月 北海道大学工学部土木工学科卒業
昭和 44年 4月 ㈱藤田組(現㈱フジタ)入社
昭和 56年 2月 技術士登録
昭和 58年 9月 日本技術士会入会
平成 13年 9月 伊田テクノス㈱入社
平成 20年 9月 ㈱シバンス入社

～ 現在に至る
2．会長表彰を受賞して
先日、突然、日本技術士会から連絡があり、自分が表彰されるという。？なぜだ、何が…と思いましたがしばらくし

て納得。口の悪い友人は「松本、それは長い間会費をきっちりと払ってきたからだよ、それだけ！！」と。
ま、理由はとも角、今回会長表彰を受ける事ができました。
感謝と名誉と誇りを感じて居ります。
私が技術士を受けようとした動機は若干不純。
当時、私はシールド工法で軟弱地盤中にトンネルを掘る仕事に没頭、と言えば格好いいのですが、内実 365日 24時

間勤務という様な正に馬車馬の様に仕事をしていました。
そんな時技術士資格の存在を知り、何となくHigh intelligence、High society な雰囲気を感じました。要は格好良

く見えたのです。
運よく一回目で合格して晴れて技術士となり、建設部会やロボット技術研究会などに参加し、勉強する機会が増えた

のですが、日常の仕事は相変わらずでした。
ゼネコンに身を置いている時は技術士資格は殆ど意味がないような情況でしたが、コンサルタントに就職してから

は、大いに様々な機会に役立っています。
そんなこんなであれから 38年間、人間長いことやっていると、思いがけずいい事もあるんだなァーと、受賞の喜び

を実感している今日、此頃であります。

岩 田 徳 夫 (建設／総合技術監理部門)

1．略歴
技術士登録(H15)
日本技術士会入会(H19)
北海道支部業務委員会 委員(H19～ H23)
北海道本部業務委員会 委員長(H24)
総務委員会 委員(H24～ R1)
社会活動委員会 委員長(H25～ R1)
北海道本部 幹事(H24～)

2．会長表彰を受賞して
この度、北海道本部のご推薦により、日本技術士会会長表彰を頂きました。ご推薦を頂きました本部長をはじめ関係
者の皆様に深く感謝申し上げます。
私の技術士会への入会は、平成 19年の 4月でしたが、きっかけは高校の先輩技術士の住友寛様に、ご自身が活動さ
れている業務委員会に委員としてお誘い頂いた事でした。その後今日まで活動を続けさせて頂いておりますが、その
間に得られた知見や人脈等は私の貴重な財産となっており、お導き頂いた住友様には心から感謝申し上げたいと存じ
ます。
平成 24 年に業務委員会(その後社会活動委員会)委員長の大役をお引き受けする事となり、今年まで 3期に渡り務
めさせて頂きました。主に講演会、異業種交流会を通して技術士の社会的知名度向上への取り組みを行って来ました
が、今回このような活動をご評価頂き、表彰頂いたことは誠に光栄なことと思っております。
今後も技術士会の発展のために、微力ながら貢献できればと思っておりますので、引き続きのご指導、ご鞭撻をお願
い申し上げます。



門 脇 雅 明 (電気電子部門)

1．略歴
技術士登録(H8)
日本技術士会入会(H17)
北海道支部技術士試験委員会 委員(H17～ 20)
北海道本部 幹事(H19～ 28)
技術士試験委員会 委員長(H27～ 28)

2．会長表彰を受賞して
この度、北海道本部のご推薦により、日本技術士会会長表彰を頂戴しました。ご推薦を頂きました北海道本部、森本
部長様をはじめとして、これまでご支援頂いた関係者の皆様に深く感謝申し上げます。私が技術士試験を受験したの
は会社の上司から「電気関係の会社業務を推進する上で必要な資格だ」と言われたことからでした。初めて受験したと
き思いがけず筆記試験に合格しましたが、続く口頭試験で不合格になるという不名誉な前例を後輩に見せる結果とな
りました。なめてかかっていたのでしょう。その後何度かの挑戦で、筆記試験再合格となり、「今度こそ」との思いで口
頭試験に臨み、やっと技術士となることができました。
日本技術士会に入会したのは北海道本部試験委員会への参加を突然打診されたことがきっかけでした。どうして私
が？と思いましたが、試験委員会活動等を通じて多くの見識ある技術士諸先輩と巡り会うことが出来ました。以来、会
社業務とのバランスを図りながら、無理せず継続可能な活動を心掛けて参りました。今後は微力では有りますが、技術
士経営者として会社の若い社員の育成などに努力したいと思っています。

佐々木 勝 介 (機械／総合技術監理部門)

1．略歴
技術士登録(H12)
日本技術士会入会(H12)
北海道支部 技術士試験委員会委員(H15～ 16)
北海道本部 幹事(H19～ 24)
機械部会 北海道地域本部幹事(H15～ 24)
地方裁判所専門委員(H20～現在)

2．会長表彰を受賞して
この度、北海道本部のご推薦により、日本技術士会会長表彰を受賞することが出来ました。これも偏にご推薦をいた
だいた本部長をはじめ北海道本部の皆様方のご支援の賜物と深く御礼申し上げます。
顧みますと私の技術士としての活動は入会しました平成 12年、当時「工業技術研究会」会長の阿部任様より試験委員
会及び工業技術研究会の入会のお誘いがありました。自己啓発と先輩技術士から活動を学ぶ恰好の機会を得ることと
多くの知見と知識を得ることが出来、今日に至りましたことに感謝の念に堪えません。同時にMC会(道内の機械系技
術士の会)にも入会させていただき、平成 15年には現名誉会員栗林益美様より機械部会北海道幹事を仰せつかり、多
くの経験をさせていただきました。これらの技術士活動によって人の輪と職業・年齢を超えた素晴らしい人々との貴
重な出会いができ、幅広い多くの人脈形成につながりができたことは、私の人生を大きく豊かにしていただきました。
今回会長表彰をいただいたことは、身に余る光栄であり今後も活動を通じ日本技術士会及び北海道本部の発展に微
力ながら寄与していきたいと考えておりますのでよろしくお願い申し上げます。



佐 藤 厚 子 (建設／総合技術監理部門)

1．略歴
技術士登録(H8)
日本技術士会入会(H19)
北海道技術士センター事業委員会 委員(H11～ 14)
北海道技術士センター活動推進委員会 委員(H15～ 18)
北海道技術士センター 理事(H15～ 18)
北海道本部事業委員会 委員(H19～ 26)
北海道本部 幹事(H19～現在)
北海道本部広報委員会 委員(H21～現在)

2．会長表彰を受賞して
みなさま、このたび会長表彰にご推薦いただき大変ありがとうございます。身にあまる光栄大変うれしく思います。
今年度になってから事務局より、会長表彰があるからとご案内をいただきました。技術士会にはあまり貢献していな
いのに、どうして私が？と思いました。しかし、楽しく活動させていただいていますので、素直に喜んで頂戴していい
のかなとも思いました。
1996年の合格を思い出し、あれからもう 23年にもなるのかなと感慨深くなりました。合格したときは、私も技術
士の仲間入りができたとうれしくってうれしくって天にも昇るおもいでした。技術士として登録をしてから、周りの
方々から技術者として扱っていただくことができ、自信を持って仕事をすることができるようになりました。また、北
海道技術士センターをはじめとして、北海道技術士会、女性技術士の会など、先輩から後押ししていただきながら、技
術士会の活動にも参加させていただきました。技術士会は、仕事や私生活とは異なった別な世界があり、日々楽しく活
動させていただいています。これからもできる限り活動に参加させていただきたいと思いますので、よろしくお願い
いたします。




